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旧ユー ゴスラヴィアにおける民族紛争 75 
当事者、特にマスのレヴェルの人々の紛争解決に対する同意、さらにいうと参
画というものが必要になるということであります。
旧ユーゴ各国の状況
最後に、先程お話した三番目のことについて、お話をちょっとしておきたい
と思います。つまり最近のユーゴの各国についての寸評ということであります。
まず北のスロヴェニ7から参ります。スロヴェニアは旧ユーゴ諸国の中で非
常に順調な、いわゆるヨーロツパ入りというものを進めております。先週の 5
日（1998年11月5日）にヨーロッパ連合の報告書が出ました。それは加盟した
い国々に対する EUからのいわば通信簿というものですけれども、スロヴェニ
アはその中で非常に高い順位をつけられました。ポーランド、チェコ、ハンガ
リ一、エストニア、キプロスと並んで EU入りが間近であるということであり
ます。
さて次にクロアチアです。クロアチアは独立直後、国土の 3分の 1に国連保
護軍が展開されていたわけなのですが、現在では二度にわたるそうした地域へ
の攻撃、そして回遠からの統治の移管によって98年 1月に全土を回復しており
ます。現在クロアチアは、クロアチア民主同盟という政党が与党であります。
そして一種の権威主義体制が展開されております。最大の焦点は、現在の大統
領のトゥジマンの後継者の問題であります。トゥジマンは現在76歳、そしてガ
ンの手術を行ったという噂もありますので、後継者争いが今非常に激化してい
るという状態であります。
それからポスニア ヘルツェゴヴイナです。こちらについてはこ度の選挙が
ございました。その中でボスニアとヘルツェゴヴィナを構成している三つの民
族であるムスリム人、クロアチア人、セルピ7入、それぞれ民族政党を持って
いますけれども、それらの中でまた強硬派と穏健派に分かれてきております。
いずれにせよ、ポスト内戦の時期を脱しきれていません。
マケドニアは、先月末から今月初めにかけて国政選挙がございました。そこ
76 
で前回の94年の選挙でボイコットしたグループが第一党となりました。マケド
ニアは独立当初、隣国のギリシャと非常に仲が悪かったのですが、その関係が
回復しつつあります。しかし国内にアルパニア人が30%くらいおりますので依
然として国連軍が駐留しております。
最後にユーコe連邦共和国です。セルピアとモンテネグロという二つの共和国
からできているこの国の大統領はミロシェヴイツチという人物ですが、彼は
1986年にセルピ7共産党の議長になって以来、ずっと政治の表舞台を歩いて参
りました。しかしセルピ7囲内での各種選挙の結果、あるいはセルピアとモン
テネグロというユーゴを構成する二つの国の関係が今冷却化しているという状
態、それに加えて国際社会への復帰の遅れ、こういった中でアルパニア人の問
題が表面化したわけであります。時間がありましたらまた後で、アルパニアの
コソヴォについてお話しするといたしまして、一つ付け加えておかなければな
らないことは、セルピアは国際社会への復帰が遅れている中で、先日ロシアと
それからベラルーシとの問で国家連合に関する話し合いが行われました。そし
てそれにセルピアが参加するという意志を表明しています。いわは前スラヴの共
同体というものをまた作っていこうということではないかと思います。
こうした各国の現状を考えてみますと、いわゆる平時、ピースタイムの政治
的なダイナミクスが始まっているのはスロウ事エニア、それからそれへの過渡期
にあるのが平時に近い順にクロアチ了、マケドニア、ポスニ7・ヘルツェゴヴ
イナ、そして依然として非常事態。にあるのがユーゴであろうと、暫定的ですが、
結論できると思います。いずれにしても、スロヴェニアを除きますと、旧ユー
ゴの解体の影響はやはりいまだに甚大であると言わざるを得ません。コソヴォ
についてまた時間がありましたら後でお話しいたしますが、ひとまずこれで私
の報告を終わりたいと思います。どうもありがとうございました。
